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研究成果の概要（和文）： 
	 ある対象物に対して記憶している色が，同じ対象物であるにもかかわらず，今見ている色と
は異なっているという感覚がある．一般に，このような色の感覚のシフトは，我々が色をカテ
ゴリ化することに起因するためと考えられているため，そのカテゴリ化の符号化過程において
記憶がどのように影響するかを心理物理学的，脳機能画像解析的に調べた． 
	 色カテゴリ化課題の心理物理学実験の結果は，色覚正常者の場合，刺激条件に関わらず，各
色カテゴリ領域が排他的に形成され，その境界が明瞭であるのに対して，２色覚者の色カテゴ
リ領域は排他性が低く，境界も明瞭ではなかった．	 
	 一方，NIRS を用いた脳機能画像解析の結果は，両被験者群とも，どの条件下においても有意
な皮質活動は得られなかった．このことは，色の見えという感覚質が符号化される前に内的に
演算されているとしても，その表象結果として表現するときには符号化されていることを示唆
している可能性がある．	 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have perceived some difference between an object color that previously remembered 
and a color perceived when you are looking at the exact same object. Our aim of this study 
is to understand this internal shift of the color perception. Because it has been considered 
that such internal shift of the color perception is due to the categorization of color in the 
perception, we investigated the internal coding processes for the categorization through the 
processes of color memorization in the psychophysics and by a method of brain imaging 
analysis. 
We found that normal color visions formed color categories exclusively and their borders 
were not ambiguous, but that color deficiencies categorized colors with ambiguous borders. 
There was no significant cortical activity specified the color categorization under different 
stimulus conditions for both subjects. 
These indicate that the internal operations of the color sensations per se may occur before 
the coding process. It is however quite difficult to measure its cortical activity.  
 
交付決定額 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	 計 
交付決定額 3,100,000	 930,000	 4,030,000	 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・認知科学 
キーワード：カテゴリ化，色情報，符号化・復号化，感覚記憶 
 

機関番号：33302	 

研究種目：挑戦的萌芽研究	 

研究期間：2011～2012	 

課題番号：23650112	 

研究課題名（和文）カテゴリ化過程における色情報の符号化・復号化に及ぼす記憶過程の影響	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

研究課題名（英文）Role	 of	 memory	 process	 for	 encoding	 and	 decoding	 of	 chromatic	 

information	 in	 the	 categorization	 of	 color	 perception	 

研究代表者	 

吉澤達也（TATSUYA	 YOSHIZAWA）	 

金沢工業大学・バイオ・化学部・教授	 

研究者番号：90267724	 

 
 



 
１．研究開始当初の背景 
	 先月，自動車ディーラーで見た，お気に入

りの赤い自動車を買いに行ったところ，楽し

みにしていた赤い自動車とは少し違う色だ

と感じることがある．この記憶による色の感

覚のシフトはどのような機序により生じる

のであろう．	 

	 一方，私たちは連続的に変化する感覚量を

離散化する特性を持っている．たとえば，連

続的に変化するスペクトル色を持つ虹を観

察したとき，その知覚を有限数の色名で表現

する．	 

	 このようなカテゴリ化の特性は様々な感

覚モダリティに存在し，このカテゴリ化の機

序は記憶過程と密接に関係していることが

知られている（ Higgins	 et	 al.,	 1977;	 

Higgins,	 1996)．しかし，感覚情報が記号化

される過程で，どのように記憶過程の修飾を

受けるのか，または，復号化の過程で記憶過

程からの情報がどのように内的に変調され

るのかは，あまり明らかではない．	 

 
２．研究の目的 
	 本研究では上記の問題を解明するために，

図１の破線灰色矢印で示す，色覚機序の符号

化過程における記憶過程の影響，および復号

化過程における記憶情報に基づいた心的演

算がどのような機序であるか脳機能画像解

析とともに心理学的アプローチを試みた． 
 
３．研究の方法 
	 本研究は心理物理学，および，認知心理学

実験と近赤外分光法(NIRS)を用いた脳機能

画像解析により，下記に示す２つの方向性で，

カテゴリ化と記憶過程の関係を各分野の専

門家である研究者３名の共同により解明を

試みた．	 

（１）感覚情報から記号情報，カテゴリ化

への符号化過程における記憶情報の影響	 

（２）記憶情報（フォーカル色）に基づい

た心的演算による復号化過程の様子	 

	 具体的探求は上記に示した方向性から，２

色覚者と３色覚者からの応答を比較するこ

とに行った．	 

○1 心理物理学実験において色度座標上の各カ
テゴリ色領域を被験者ごとに特定．	 

○2 複数の刺激条件（色票分類条件：単純に
色票を観察して，カテゴリに分類する；小

刺激条件：提示される刺激の大きさが小さ

いが，それ以外は色票分類条件と同じ；短

時間条件：刺激の呈示時間が短いが，それ

以外は色票分類条件と同じ）で色カテゴリ

作業を行う時の色覚異常者と色覚正常者

の応答の比較を行った．	 

○3 これらの実験中の各被験者の NIRS を用
いた脳機能画像解析を行った．	 

	 

４．研究成果	 

	 図２に色カテゴリ化を３つの刺激呈示条

件で行った心理学実験の結果の一例を示す．

３色覚者は刺激呈示条件に関わらず，カテゴ

リ結果は，ほぼ同じであり，各カテゴリ領域

は明確に排他的であるのに対して，２色覚者

はカテゴリ領域の境界が明瞭ではない．	 

	 一方，これらの３刺激条件下での心学理実

験中の各被験者の皮質活動と，さらに色刺激

を観察せずに無彩色（黒）の色名の単語を観

察して，色名を黙読した時の皮質活動を，

図１：色機序の符号化過程 

図２：カテゴリ化タスクの心理学実験の結果 



NIRS を用いた計測し，脳機能画像解析を行っ

た．	 

	 図３に皮質活動の一例として，色刺激を観

察せずに色名を回答した時の結果を示す．	 

	 

	 ２色覚者および３色覚者における 24 チャ

ンネルの測定結果は，殆どのチャンネルで

oxy-Hb量の有意な変化は観察されなかった．	 
	 このような結果は，３つの刺激条件で色票

を分類した時も同様であった．	 

	 これは，色票の色の見えをカテゴリ化する

過程が，色名を黙読するという記号化過程と

NIRS で計測できる皮質活動において大きな

差がないことを示している．	 

	 このことは，色の見えという感覚質が符号

化される前に内的に演算されているとして

も，その表象結果として表現するときには符

号化されていることを示唆している可能性

がある．	 

	 ただし，この点については以下の２つの観

点から今後の課題である．	 

（１）NIRS で測定された皮質活動は，測定さ

れた oxy-Hb 量がチャンネルにおける空間的
平均値であるため，NIRS 測定における低空間

解像度に起因する可能性について．	 

（２）カテゴリ化を担当する責任部位は皮質

上に局在していないため，事象に関連した皮

質活動を計測することは脳機能画像解析で

はきわめて困難である可能性について．	 
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図３：NIRS の結果．休憩とタスク時の oxy-Hb

量が有意に変化したチャンネルは白丸文字

で，有意差がなかった場合は灰丸文字表す．	 
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